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1 はじめに

人相見に代表される「観相 ∗」の歴史は古く，その裾

野は広い．医学における望診，絵画における肖像の描

き分けなどをはじめ，古来より多くの知見が残されて

きており，今なお受け継がれている部分も少なくない．

日本における前近代・近代の相書は世界随一の残存量

を誇ることからも，その知識体系の厚みが相当なもの

であった事は想像に難くない．しかしながら，現代の

占術会では人相専門の術者は稀少である．その理由は

人相は変化しやすいために確度が高くないためであり，

今では四柱推命や易のような他の術法が主流だという．

筆者らは上記現状に鑑み，観相資料の学際的研究の

一貫として，古典籍原本による観相学の知識体系を整

理する目的で平成 21 年度から現在に至るまでデータ

ベース「観相トピックマップ」[1]の構築作業を進めて

きた．本研究では機械学習・パターン認識の分野で広

く持ちいられているサポートベクトルマシン (Support

Vector Machine; SVM) [2]により，上記データベース

に含まれる顔の各部位画像を用いた，観相の自動処理

の可能性について検討する．

2 観相トピックマップ

現存観相書に記載される相の内容と絵を切り取って

データベース化したもので，現在 9種類（20部位，約

1000種）の相書に書かれる相を構造化してデータベー

ス化している．その他，日本の近代文学作品（164作

品）から観相に関わる場面を抽出し，その場面が実在

の場面である場合には，GIS情報を付加し，当該場面

が表示されるようにしている．現在掲載されている作

品には，例えば『永代雑書万歴大成』，『慶安版神相全

編』，『人相小艦大全・万延元版』，『増尺麻衣相法全編』，

『神相全編正義』，『人相水鏡集約編』，『人相千百年眼』

などがある．なおこれら 7作品は実際に本研究で利用

したものである．
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福を見通すことを指す．

表 1: 各部位のデータ数：カッコ内は正例のデータ数を

示す．

部位 データ数

左 右 正面

耳 84 (45) 84 (45) –

目 263 (119) 263 (119) –

眉 122 (65) 122 (65) –

鼻 59 (26) 59 (26) 56 (35)

口 – – 78 (38)

本データベースに含まれる顔の各部位は，耳，目，眉，

鼻，口の 5部位である．このうち左右の区別があるの

は耳，目，眉，鼻であり，鼻と口についてはまた正面の

データが存在する．本研究で利用した各部位のデータ

数の詳細を表 1に示す．同表のカッコ内は正例のデー

タ数である．

3 SVMを用いた観相の自動処理

SVMによる観相の自動処理について，図 1に SVM

学習までの手続きを，図 2に SVMによる相の識別の

手続きをそれぞれ示す．SVM学習では顔の各部位ごと

に各画像について，画像認識などで広く持ちいられて

いる Scale-Invariant Feature Transform(SIFT) [3] に

基づいた特徴量を抽出する．SIFTは特徴点の検出とそ

の特徴量の記述を行うアルゴリズムであり，1枚の画像

から複数の特徴点が抽出される．それら特徴点につい

てクラスタリングを行う．各画像は，各クラスタの頻

度に基づくベクトル (Bag-of-Features (BoF) [4])とし

て表現される．各学習データの BoFベクトルと，各画

像に付与された相のラベル情報を用いて SVMを学習

する．また SVMによる相の識別では，学習と同様にま

ず評価用画像データから BoFベクトルを抽出する．学

習済の対応する部位の SVMを用いて相の予測を行う．

4 実験

4.1 実験条件

本研究では SVMのオープンソースソフトウェアで

ある LIMSVM [5]を用いた．SVMのカーネル関数に
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図 1: 顔の各部位の SVMの学習

図 2: SVMによる相の識別

は RBFカーネル

K(xi,xj) = exp(−γ∥xi − xj∥2), γ > 0 (1)

を適用した．BoF特徴量の抽出に必要なクラスタ数は

32，64，128，256，512，1024までを変えながら実験

を行った．カーネル関数のハイパパラメータ γ は 0.1，

0.01，0.001，0.0001までを変えて実験を行った．また

SVMのペナルティパラメータ C は 0.1, 1, 5, 10, 15,

100, 1000をまず試した後，さらに 10から 100までを

10刻みで変えながら実験を行った．SVMの重みパラ

メータは 1/128，1/64，1/8，1/4，1/2，2，4，8，16

と値を調整しながら実験を行った．相のラベルとして，

吉（1）と凶（0）の 2値を使用した．また本研究では，

表 1の各セルに対応するデータを 2分割し，学習デー

タとテストデータを交互に変えて実験を行うクロスバ

リデーション（2-fold）により識別率を算出した．

4.2 実験結果

実験により得られた，各部位に関する識別率を表 2

に示す．まず平均識別率は 71.8%であった．続いて表

全体を通して見ると，識別率の最高値は鼻（正面）の

82.3%であった．これより，鼻（正面）は吉凶の自動判別

にとって有効である可能性が示唆された．また文献 [6]

の中で江戸時代の浮世絵師 西川祐信は，顔の中心であ

表 2: 各部位の識別率（%）（平均識別率：71.8%）

部位 左 右 正面

耳 71.1 69.2 –

目 68.8 68.1 –

眉 73.5 71.8 –

鼻 74.2 71.4 82.3

口 – – 68.0

る鼻を定めることにより人物の面体が定まるため人物

の画法において非常に重要である旨を述べている．本

実験結果により，その重要性に関連する新たな知見を

得ることができた．一方，目に関しては他の部位と比

較して若干識別率が低い結果となった．

5 まとめ

本研究では，データベース「観相トピックマップ」に

含まれる顔の各部位画像に基づき、観相の自動処理の

可能性について検討した。実験結果より，平均識別率

は 71.8%であり，最高識別率は鼻（正面）の 82.3%で

あった．顔の各部位の画像と吉・凶のラベル情報のみ

からでも，ある程度観相を自動処理できる可能性が示

された．識別率は利用した学習データの量に依存する

が，今後，SVMの学習に用いるデータの規模をさらに

増やすことで識別率が向上する可能性がある．その他，

観相トピックマップには顔全体の画像も存在しており，

これらに対して観相の自動処理を行うこともまた課題

である．
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